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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 7月 19日 (2006.7.19)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】 　 気 体 を 濃 縮 添 加 し た 流 体 の 準 備 を す る た め の 装 置 で あ っ て 、 こ の 装 置 が
　 気 体 を 過 剰 飽 和 さ せ た 液 体 を 含 有 し て い る 第 １ の 流 体 を 供 給 す る 手 段 と 、
　 第 ２ の 流 体 を 供 給 す る た め の 手 段 と 、
　 第 １ の 流 体 と 第 ２ の 流 体 を 結 合 さ せ て 、 気 体 を 濃 縮 添 加 し た 流 体 を 作 成 す る 手 段 と を 有
し て い る 、 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】 　 前 記 結 合 手 段 が 、 前 記 第 １ の 流 体 を 供 給 す る た め の 手 段 お よ び 前 記 第 ２ の
流 体 を 供 給 す る た め の 手 段 と 流 体 導 通 状 態 に あ る 中 央 管 腔 を 備 え て い る カ テ ー テ ル を 有 し
て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】 　 前 記 第 １ の 流 体 が 酸 素 を 過 剰 飽 和 さ せ た 流 体 を 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の 装
置 。
【 請 求 項 ４ 】 　 気 体 を 濃 縮 添 加 し た 流 体 の 準 備 を す る た め の 装 置 で あ っ て 、 こ の 装 置 が
　 第 １ の 管 腔 お よ び 第 ２ の 管 腔 を 備 え て い る ア セ ン ブ リ を 有 し て お り 、
　 第 １ の 管 腔 が 第 １ の 流 体 の 供 給 源 と 流 体 導 通 状 態 に あ り 、
　 第 ２ の 管 腔 が 、 気 体 を 過 剰 飽 和 さ せ た 流 体 の 第 ２ の 流 体 の 供 給 源 お よ び 第 １ の 管 腔 と 流
体 導 通 状 態 に あ る 、 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】 　 前 記 第 ２ の 流 体 が 酸 素 を 過 剰 飽 和 さ せ た 流 体 を 含 む 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 装
置 。
【 請 求 項 ６ 】 　 前 記 ア セ ン ブ リ の 一 部 が 患 者 の 体 内 で 取 り 外 し 自 在 に 挿 入 可 能 で あ る 、 請
求 項 ４ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】 　 前 記 気 体 を 濃 縮 添 加 し た 流 体 が 生 理 溶 液 で あ る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】 　 前 記 気 体 を 濃 縮 添 加 し た 流 体 が 血 液 を 含 む 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】 　 前 記 気 体 を 濃 縮 添 加 し た 流 体 が 酸 素 を 濃 縮 添 加 し た 血 液 を 含 む 、 請 求 項 ４
に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】 　 前 記 気 体 を 濃 縮 添 加 し た 流 体 が 酸 素 を 過 剰 飽 和 さ せ た 流 体 と 血 液 と を 含
む 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】 　 前 記 気 体 を 濃 縮 添 加 し た 流 体 が 血 液 代 用 物 を 含 む 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 装



置 。
【 請 求 項 １ ２ 】 　 前 記 気 体 を 濃 縮 添 加 し た 流 体 が 血 液 血 漿 を 含 む 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 装 置
。
【 請 求 項 １ ３ 】 　 気 体 を 濃 縮 添 加 し た 流 体 を 或 る 場 所 へ 搬 送 す る た め の 装 置 で あ っ て 、 こ
の 装 置 が 、
　 近 位 端 お よ び 遠 位 端 を 有 し て い る 長 手 の 略 管 状 部 材 と 、 近 位 端 と 遠 位 端 と の 間 に 切 れ 目
の な い 流 体 流 路 を 設 け て い る 管 腔 と を 有 し て い る 第 １ の ア セ ン ブ リ を 有 し て お り 、 遠 位 端
が 、 気 体 を 濃 縮 添 加 し た 流 体 が 搬 送 さ れ る べ き 場 所 に 近 接 し て 配 置 さ れ 、 装 置 が
　 　 第 １ 端 お よ び 第 ２ 端 を 有 し て い る 少 な く と も １ つ の 長 手 の 略 管 状 部 材 と 、 第 １ 端 と 第
２ 端 と の 間 に 切 れ 目 の な い 流 体 流 路 を 設 け て い る 少 な く と も １ つ の 管 腔 と を 有 し て い る 第
２ の ア セ ン ブ リ を 有 し て お り 、 第 ２ 端 が 第 １ の ア セ ン ブ リ の 管 腔 内 に 配 置 さ れ 、 第 ２ の ア
セ ン ブ リ の 第 １ 端 が 第 １ の 流 体 の 供 給 源 に 連 結 さ れ 、 第 １ の 流 体 が 気 体 を 過 剰 飽 和 さ せ た
流 体 を 含 み 、 第 １ の ア セ ン ブ リ の 近 位 端 が 第 ２ の 流 体 の 供 給 源 に 連 結 さ れ て い る 、 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】 　 前 記 第 ２ の ア セ ン ブ リ が 複 数 の 長 手 の 略 管 状 部 材 を 有 し て お り 、 各 部 材
が 第 １ 端 お よ び 第 ２ 端 と 、 第 １ 端 と 第 ２ 端 の 間 で 切 れ 目 の 無 い 流 体 路 を 設 け て い る 少 な く
と も １ つ の 管 腔 と を 有 し て お り 、 第 ２ 端 が 第 ２ の ア セ ン ブ リ の 管 腔 内 に 配 置 さ れ て い る 、
請 求 項 １ ３ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】 　 前 記 第 ２ の ア セ ン ブ リ の 管 腔 が 、 約 ２ ０ ミ ク ロ ン と １ ０ ０ ０ ミ ク ロ ン の
間 の 内 径 を 有 し て い る 、 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】 　 前 記 第 ２ の ア セ ン ブ リ の 管 腔 が 、 約 １ ０ ０ ミ ク ロ ン と １ ２ ５ ミ ク ロ ン の
間 の 内 径 を 有 し て い る 、 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】 　 前 記 遠 位 端 を 有 し て い る 前 記 第 １ の ア セ ン ブ リ の 少 な く と も １ 部 が 、 患
者 の 体 内 で 取 り 外 し 自 在 に 挿 入 可 能 で あ る 、 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ８ 】 　 前 記 取 り 外 し 自 在 に 挿 入 可 能 で あ る 部 分 が 、 肉 体 接 近 ポ ー ト を 通 し て 挿
入 可 能 で あ る 、 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ９ 】 　 流 体 の 酸 素 レ ベ ル を 増 大 さ せ る た め の 装 置 で あ っ て 、 こ の 装 置 が 、
　 第 １ の 流 体 の 供 給 源 を 供 与 す る 手 段 と 、
　 気 体 を 過 剰 飽 和 さ せ た 液 体 を 含 ん で い る 第 ２ の 流 体 の 供 給 源 を 供 与 す る 手 段 と 、
　 第 １ の 管 腔 お よ び 第 ２ の 管 腔 を 有 し て い る ア セ ン ブ リ と を 有 し て お り 、 第 １ の 管 腔 が 第
１ の 流 体 の 供 給 源 手 段 と 流 体 導 通 状 態 に あ り 、 第 ２ の 管 腔 が 第 ２ の 流 体 の 供 給 源 お よ び 第
１ の 管 腔 と 流 体 導 通 状 態 に あ る 、 装 置 。
【 請 求 項 ２ ０ 】 　 前 記 第 １ の 流 体 が 血 液 を 含 む 。 請 求 項 １ ９ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ２ １ 】 　 前 記 増 大 し た 酸 素 レ ベ ル が 、 血 中 の 溶 解 酸 素 の レ ベ ル で あ る 、 請 求 項 ２
０ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ２ ２ 】 　 前 記 増 大 し た 酸 素 レ ベ ル が 、 酸 素 担 体 の 酸 素 飽 和 レ ベ ル で あ る 、 請 求 項
１ ９ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ２ ３ 】 　 前 記 酸 素 担 体 が ヘ モ グ ロ ビ ン で あ る 、 請 求 項 ２ ２ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ２ ４ 】 　 前 記 酸 素 担 体 が 血 液 代 用 物 で あ る 、 請 求 項 ２ ２ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ２ ５ 】 　 前 記 増 大 し た 酸 素 レ ベ ル が 血 中 酸 素 濃 度 で あ る 、 請 求 項 ２ ０ に 記 載 の 装
置 。
【 請 求 項 ２ ６ 】 　 前 記 増 大 し た 酸 素 レ ベ ル が 酸 素 の 血 液 分 圧 で あ る 、 請 求 項 ２ ０ に 記 載 の
装 置 。
【 請 求 項 ２ ７ 】 　 第 １ の 流 体 の 供 給 源 を 供 与 す る 前 記 手 段 が 、 患 者 の 肉 体 か ら 血 液 を 引 き
出 す た め の 手 段 を 有 し て い る 、 請 求 項 １ ９ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ２ ８ 】 　 カ テ ー テ ル が 、
　 近 位 端 お よ び 遠 位 端 を 有 し て い る 第 １ の 長 手 の 略 管 状 部 材 を 有 し て お り 、 第 １ の 部 材 が
、 近 位 端 と 遠 位 端 と の 間 に 切 れ 目 の 無 い 流 体 路 を 設 け て い る 管 腔 を 有 し て お り 、 カ テ ー テ
ル が
　 近 位 端 お よ び 遠 位 端 を 有 し て い る 第 ２ の 長 手 の 略 管 状 部 材 を 更 に 有 し て お り 、 第 ２ の 部
材 が 、 第 ２ の 部 材 の 近 位 端 と 、 第 １ の 部 材 の 近 位 端 と 遠 位 端 と の 間 の 流 体 路 と の 間 に 切 れ
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目 の 無 い 流 体 路 を 設 け て い る 管 腔 を 有 し て い る 、 カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 ２ ９ 】 　 カ テ ー テ ル が 、
　 近 位 端 お よ び 遠 位 端 を 有 し て い る 第 １ の 長 手 の 略 管 状 部 材 を 有 し て お り 、 第 １ の 部 材 が
、 近 位 端 と 遠 位 端 と の 間 に 切 れ 目 の 無 い 流 体 路 を 設 け て い る 管 腔 を 有 し て お り 、 カ テ ー テ
ル が
　 複 数 の 脇 部 材 を 更 に 有 し て お り 、 脇 部 材 は 各 々 が 、 近 位 端 お よ び 遠 位 端 を 有 し て い る 長
手 の 略 管 状 部 材 を 有 し て お り 、 脇 部 材 が 第 １ の 部 材 に 連 結 さ れ 、 脇 部 材 の 各 々 が 、 脇 部 材
の 近 位 端 と 、 第 １ の 部 材 の 近 位 端 と 遠 位 端 と の 間 の 流 体 路 と の 間 に 切 れ 目 の 無 い 流 体 路 を
設 け て い る 管 腔 を 有 し て い る 、 カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 ３ ０ 】 　 第 １ の 流 体 を 第 ２ の 気 体 を 過 剰 飽 和 さ せ た 流 体 と 結 合 さ せ る 装 置 で あ っ
て 、 こ の 装 置 が
　 第 １ 端 お よ び 第 ２ 端 を 有 し て い る 第 １ の 流 体 路 と 、 第 １ 端 お よ び 第 ２ 端 を 有 し て い る 第
２ の 流 体 路 と を 有 し て い る ハ ウ ジ ン グ を 有 し て お り 、 第 ２ の 流 体 路 の 第 ２ 端 が 第 １ の 流 体
路 の 第 １ 端 と 第 ２ 端 と の 間 の 接 合 部 で 第 １ の 流 体 路 と 交 差 し て お り 、 第 １ の 流 体 路 の 第 １
端 が 、 第 ２ の 気 体 を 過 剰 飽 和 さ せ た 流 体 を 供 給 す る た め の 第 １ の ラ イ ン を 受 容 す る よ う に
し て お り 、 第 ２ の 流 体 路 の 第 １ 端 が 第 １ の 流 体 の 供 給 源 を 受 容 す る よ う に し て お り 、 第 １
の ラ イ ン が 第 １ の 流 体 路 の 実 質 的 に 層 流 を な す 流 れ 領 域 に 位 置 決 め さ れ た 出 口 を 有 し て い
る 、 装 置 。
【 請 求 項 ３ １ 】 　 前 記 第 １ の 流 体 路 の 前 記 第 ２ 端 が 第 １ の カ テ ー テ ル の 近 位 端 を 受 容 す る
よ う に し て お り 、 第 １ の カ テ ー テ ル が 、 第 １ の 流 体 と 第 ２ の 気 体 を 過 剰 飽 和 さ せ た 流 体 と
の 結 合 物 を 患 者 の 肉 体 内 部 の 或 る 場 所 へ 搬 送 す る た め に 患 者 の 肉 体 の 内 部 に 位 置 決 め さ れ
る よ う に し た 、 請 求 項 ３ ０ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ３ ２ 】 　 前 記 第 １ の ラ イ ン が 、 前 記 第 １ の 流 体 路 内 部 で 前 記 第 １ の ラ イ ン を 支 持
す る た め の 複 数 の ウ イ ン グ を 有 し て い る 、 請 求 項 ３ ０ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ３ ３ 】 　 前 記 第 １ の 流 体 路 が 、 前 記 第 ２ の 流 体 路 に 対 し て 鋭 角 で 合 流 し て い る 、
請 求 項 ３ ０ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ３ ４ 】 　 前 記 第 １ の 流 体 が 血 液 を 含 ん で お り 、 前 記 第 ２ の 流 体 が 酸 素 を 過 剰 飽 和
さ せ た 流 体 を 含 ん で い る 、 請 求 項 ３ ０ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ３ ５ 】 　 前 記 第 １ の 流 体 を 前 記 第 ２ の 流 体 路 に 供 給 す る よ う に 連 結 さ れ た ポ ン プ
を 更 に 有 し て い る 、 請 求 項 ３ ０ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ３ ６ 】 　 近 位 端 お よ び 遠 位 端 を 有 し て い る 第 ２ の カ テ ー テ ル を 有 し て お り 、 近 位
端 が 前 記 ポ ン プ の 入 り 口 に 連 結 さ れ 、 遠 位 端 が 、 患 者 の 肉 体 か ら ポ ン プ ま で 前 記 第 １ の 流
体 を 搬 送 す る た め に 、 患 者 の 体 内 に 位 置 決 め さ れ る よ う に し 、 装 置 が 、 第 １ の 流 体 を 前 記
第 ２ の 流 体 路 へ 搬 送 す る た め に 、 ポ ン プ の 出 口 と 第 ２ の 流 体 路 の 第 １ 端 と の 間 で 連 結 さ れ
た 管 を 更 に 有 し て い る 、 請 求 項 ３ ５ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ３ ７ 】 　 前 記 第 １ の カ テ ー テ ル の 遠 位 端 に 近 接 し て 配 置 さ れ た マ イ ク ロ バ ブ ル 検
出 装 置 を 更 に 有 し て い る 、 請 求 項 ３ ６ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ３ ８ 】 　 気 体 を 濃 縮 添 加 し た 流 体 を 作 成 す る た め の 方 法 で あ っ て 、
　 第 １ の 流 体 の 供 給 源 を 設 け る 工 程 と 、
　 第 １ の 流 体 の 供 給 源 を 気 体 を 過 剰 飽 和 さ せ た 流 体 と 結 合 さ せ て 、 気 体 を 濃 縮 添 加 し た 流
体 を 作 成 す る 工 程 と を 含 ん で い る 、 方 法 。
【 請 求 項 ３ ９ 】 　 前 記 第 １ の 流 体 が 血 液 を 含 む 、 請 求 項 ３ ８ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ０ 】 　 前 記 気 体 を 過 剰 飽 和 さ せ た 流 体 が 酸 素 を 過 剰 飽 和 さ せ た 流 体 を 含 む 、 請
求 項 ３ ８ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ １ 】 　 前 記 第 １ の 流 体 が 血 液 代 用 物 を 含 む 、 請 求 項 ３ ８ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ２ 】 　 前 記 気 体 を 濃 縮 添 加 し た 流 体 が 酸 素 を 濃 縮 添 加 し た 生 理 的 液 体 を 含 む 、
請 求 項 ３ ８ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ３ 】 　 気 体 を 濃 縮 添 加 し た 流 体 を 作 成 す る 方 法 で あ っ て 、 こ の 方 法 が 、
　 （ ａ ） 第 １ の 流 体 路 を 通 し て 第 １ の 流 体 を 流 す 工 程 と 、
　 （ ｂ ） 第 ２ の 流 体 路 を 通 し て 第 ２ の 気 体 を 過 剰 飽 和 さ せ た 流 体 を 流 す 工 程 と 、
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　 （ ｃ ） 前 記 第 １ の 流 体 路 と 前 記 第 ２ の 流 体 路 と の 間 の 交 差 点 で 、 第 １ の 流 体 を 第 ２ の 気
体 を 過 剰 飽 和 さ せ た 流 体 と 結 合 さ せ て 、 気 体 を 濃 縮 添 加 し た 流 体 を 作 成 す る 工 程 と を 含 ん
で い る 、 方 法 。
【 請 求 項 ４ ４ 】 　 前 記 工 程 （ ａ ） が 、 前 記 第 １ の 流 体 路 を 前 記 第 １ の 流 体 の 供 給 源 に 連 結
す る 工 程 を 含 ん で い る 、 請 求 項 ４ ３ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ５ 】 　 前 記 第 １ の 流 体 が 血 液 を 含 ん で い る 、 請 求 項 ４ ３ に 記 載 の 方 法 。
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